
令和 7 年度

総合型選抜Ⅰ期 問題　課題作文

試験開始までに下記の注意事項をよく読んでください。

試験時の注意事項

①　試験開始の合図があるまで、問題冊子を開いてはいけません。
②　受験票に記載された学科と解答する学科に相違がないか、確
認すること。
また、健康栄養学科・看護学科・理学療法学科・作業療法学
科の受験者は、受験票に記載された科目と問題冊子に相違が
ないか確認すること。異なる場合は、手を挙げて監督者に知
らせること。

③　開始の合図の後、解答用紙に「氏名」、「受験番号」を記入す
ること。受験番号は算用数字で記入すること。

④　試験時間は、60 分です。
⑤　句読点は１字として数えること。
⑥　下書きは、問題用紙の余白・裏面を使用すること。
⑦　試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁および
解答用紙の汚れ等に気付いた場合は、手を挙げて監督者に知
らせること。

⑧　試験終了後、この問題冊子は持ち帰ること。
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― Ⅰ期－5 ―

　下の図１は主な死因別に見た死亡率（人口 10 万対）の昭和 22 年から令和５年まで
の年次推移である。厚生労働省は文部科学省と共に平成 15 年に第 3次対がん 10 か年
総合戦略を策定して取り組んでいる。第 4期がん対策推進基本計画（令和 5年 3 月 28
日閣議決定）に盛り込まれている内容の一つに小児がんおよびAYA（Adolescent and 
Young Adult）世代のがん対策がある。15 歳以上 40 歳未満のがん患者（治療終了後の
がん患者、AYA世代にある小児がん経験者も含む）がAYA世代と定義される。
　図２にAYA世代のがん患者が相談したかった内容を示した。
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【出典】 厚労省 「令和 5年人口動態統計月報年計の概況」 

図１　主な死因別に見た死亡率（人口 10 万対）年次推移
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アンメットニーズ : 相談したかったが、できなかった=           できた =       
治療中に相談したかった順（15 歳以上発症、その他、 無回答を除く）

診断・治療のこと 90.1%
後遺症・合併症のこと 79.6%

経済的なこと 71.4%
今後の自分の将来のこと 70.5%

体力の維持、または運動すること 68.1%
健康管理のための食生活 67.7%

容姿のこと 66.8%
年齢に適した治療環境 63.2%

仕事のこと 62.5%
がんの遺伝の可能性について 59.7%

不妊治療や生殖機能に関する問題（将来、自分の子供を持つこと） 58.9%
医療者との関係のこと 57.5%

他の思春期・若年成人期発症のがん患者・経験者との交流 54.7%
家族・友人など周囲の人との関係のこと 53.9%

味覚・嗅覚・食嗜好の変化等 53.7%
家族の将来のこと 51.9%
生き方・死に方 51.6%

自分らしさ 44.1%
セックスのこと 36.2%

恋愛のこと 31.2%
結婚のこと 28.6%
学業のこと 18.7%
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以下のことを相談したかった (%) 相談できなかった割合 （%）

【出典】 2017/12/1 小児・AYA世代のがん医療・支援のあり方検討会 資料　　思春期・若年 
　　　 成人 (AYA) 世代のがんの現状と課題　清水千佳子より　一部改変

図２　治療中に相談したかった内容・相談できなかった内容

　次の設問に答えなさい。

設問１　図１のグラフから読み取れることを簡潔に述べ、図２の内容から、AYA世代
のがん患者にどのような支援が必要だとあなたは考えるか 800 字以内で述べなさ
い。
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